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区民会館周辺の草刈 り作業

念品配布の準備

プロジェクター講習会

区民会館内の除菌作業

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
三

密

「
密
閉
ｏ
密
集

・
密
接
」
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
皆
様
に
集
ま

っ

て
頂
き
実
施
す
る

「
萩

の
郷
夏
祭
り
」
や

「
萩

の

郷
文
化
祭
り

・
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
中
止
に
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
下
市

田
支
館
で
は
①
か
ら
⑤
の
五

つ
の
取
り
組
み
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

①
区
報
・
館
報

「
萩
の
郷
」
の
‐０６
号
と
１０７
号
を
計
画

通
り
に
発
行
致
し
ま
し
た
。

②
区
民
会
館
周
辺
の
草
刈
り
と
館
内
の
除
菌
作
業

を
し
ま
し
た
。

③
新
規
に
購
入
し
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
の
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

④
小
学
生
と
園
児
に
花
火
を
配
布
し
、
家
庭
で
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

⑤
卒
寿

・
米
寿

・
喜
寿
以
上

の
皆
様
に
記
念
品
を

お
配
り
し
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
に
、
高
森
南
小
学
校
の
運
動
会
を

見
ま
し
た
。
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
全
校

一
斉

で
は
な
く
、
低

・
高
学
年
別
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
種
目
内
容
や
種
目
数
の
工
夫
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
試
み
で
し
た
。
こ

記

の
運
動
会
を
通
し
て
、
新
し
い
視
点
で
事
業
を
見

直
し
、
そ
の
場
に
合

っ
た
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
翌
年
二
月
十
四
日
に
、

地
元
町
議
と
の
懇
談
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
び
を
生
か
し
て
、
実
施
で
き
れ
ば
と
願

っ

て
い
ま
す
。
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令和2年 11月 15日 下 市 田 区 報 0館 報 第 107号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

古

瀬

栄

一

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
伴
い
、

種
々
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
で

き
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念
で

す
。
状
況
が
安
定
を
し
て
き

て
お
り
、
九
月
始
め
よ
り
区

民
会
館
に
お
け
る
会
食
に
つ

い
て
は
、
三
密
を
回
避
し
て

も
ら
い
利
用
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

下
市
田
工
業
団
地
か
ら
明

神
橋

へ
の
農
免
道
先
線
の
工

事
も
令
和
三
年
二
月
末
の
完

成
を
目
指
し
て
最
終
段
階

へ

と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
新
産

業
用
地
も
用
地
確
保
が
完
了

し
て
、
リ

ニ
ア
の
ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
向
け
て
動
き
始
め

て
お
り
ま

す
。
す

で

に
有
限
会

社
丸
伝
運

送
は
事
業

開
始
し
て

お
り
、
三

共
鋼
業
株

式
会
社
も

一
工
場
建
屋

の
建
築
中

で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の

た
め
夏
祭
り
が
中
止

と
な
り
、
子
供
た
ち

が
手
花
火

・
露
店
屋
台

の
楽

し
み
が
な
く
な
り
外
出
も
ま

ま
な
ら
ず
の
生
活
が
続
き
ま

し
た
。
小
さ
な
贈
り
物
で
す

が
手
花
火
を
贈
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

全
町

一
斉
の
防
災
訓
練
ご

苦
労
様
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
変
則
的
な
訓
練
に
な

り
ま
し
た
が
九
月
に
は
防
災

研
修
会
を
開
催
、
家
庭
に
お

け
る
防
災

・
減
災

に
つ
い
て

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
年
明

け
の
二
月
に
は
避
難
所
開
設

に
つ
い
て
県
の
出
前
講
座
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

区
の
運
営
に
つ
い
て
は
代

議
員
会
は
定
例
で
開
催
し
、

協
議
を
経
て
運
営
に
支
障
の

な
い
様
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
希
望
の
あ
り
ま

し
た
夏
場
の
冷
房
設
備
を
今

年
度
実
施
し
ま
す
。　
一
階
の

全
会
議
室
に
設
け
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が

見
え
ま
せ
ん
が
新
し
い
生
活

様
式
で
、
活
動
に
つ
い
て
も

三
密
を
作
ら
な
い
状
況
を
確

保
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
前
期
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監

査

委

員

酒

井

博

之

令
和
二
年
度
前
期
決
算
の

監
査
を
十
月
二
十
三
日
に
下

市
田
区
民
会
館
に
於
い
て
実

施
致
し
ま
し
た
。

下
市
田
区

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
中
間
決
算
報
告

書
に
基
づ
く
監
査
、
公
民
館

一

下
市
田
支
館
前
期
決
算
書
に

基
づ
く
監
査
、
萩
山
神
社
前

期

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
決
算
報
告
書
に
基
づ
く
監

査
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
の
金
銭
出
納
帳

・

預
金
通
帳

・
領
収
書
綴
り

・

元
帳
を
精
査
し
た
結
果
、
其
々

一

が
適
切
且

つ
正
確
に
処
理
さ

一

れ
て
い
ま
し
た
。
日
々
の
ご

一

労
苦
に
感
謝
し
、
ご
報
告
さ

一

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　

一
2年度 下市田区一般会計 中間決算報告書
(自 令和2年 4月 1日 ～至 令和2年 9月 30日 )

決算収入額 27,339,192円  決算支出額 20,117,738円  差引残高 7,221,454円
【支出の部】           △印:減 (単位 円)

令和2年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 令和2年 4月 1日 ～至 令和2年 9月 30日 )

決算収入額 2,636,132円 決算支出額 460,676円  差引残高 2,175,456円
【支出の部】

一　

ｎ
＝

一　

手
↑

一　

　

ヽ
，

一
ハ
Ｔ

【収入の部】

【収入の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
前 期繰 越 金

収 入

負担 金

義 務

入

替

6,281,417

15,000,000

11,395,000

5,889,000

224,000

1,350,000

1,072,600

0

0

6,281,417

6,515,230

6,295,589

5,511,178

1,410,000

0

1,143,175

△  8,484,770

△  5,099,411

△   377,822

△   137,620

60,000

△   976,377

収 入 合 計 41,212,017 27,339,192 △ 13,872,825

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
務
一叫

務
一木
一利
一災
一館
一備
一出
一替

一
好
■

一　
一　
一　
一民

　

一　
一

総
一環
一林
一土
一水
一防
一公
一予
一繰
一立

16,189,000

980,000

760,000

5,351,000

9,037,000

3,302,000

3,000,000

1,893,017

700,000

0

8585,

費

費

一費

一費

一金

一金

費

費

費

費

3,407,880

5,009,095

1,990,425

1,143,175

000

920

000

159.385

1,500,|

781,|

700,|

△   341,905

△  3,611,142

△  1,311,575

△  1,500,000

∠:ゝ  1,112,017

1,143,175

920

△ 21,094,279支 出合 計 41,212,017 20,117,738

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
越

1,000

739,526

1,500,000

収 入 合 計 4,260,526 2,636,132 ∠:ヽ  1,624,394

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
事  業 費
広 報  費
予 備 費 89,526

40,318

420,358

0

∠:ゝ 2,139,682

∠:ヽ  1,559,642

△    11,000

△    89,526

支 出合 計 4,260,526 460,676 △ 3,799,850

△印 :減 (単位 円)

~―

;:´

上:  ・   .

留
■
「
１
１

ヽ一一

1

′   」
_ル  ●

|

△   600,615
町 支 出 金

一金一入一収一諸

区    費

0 △ 12,781,120

0 △   980,000

2,180,000

1,980,000

11,000

0

△ 1,500,000

△     994
△   123,400396,600

金

金

助

1又

金

入

3,000,000

繰

繰

520,000

739,526
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(3)令和2年 11月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 107号

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
訓
練

副
区
長

久
保
田
正
博

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
高
森

町
総
合
防
災
訓
練
は
、
八
月

二
十
日
朝
六
時
に

「
大
規
模

地
震
発
生
」
の
想
定
の
も
と
、

避
難

（安
否
確
認
）
伝
達
訓

練
と
、
自
治
会
毎
の
地
区
訓

練
で
全
町

一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
下
市
田
区
の
参
加

総
数
は
千
四
百
二
十
二
人
で

参
加
率
は
約
４３
％
で
し
た
。

（独
立
世
帯
は

一
名
）

全
地
区
共
通
の
訓
練

避
難
（安
否
確
認
）

伝
達
訓
練

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
密
集
を
避
け
る

為
、　
一
次
避
難
場
所
で
安
否

確
認
を
し
て
解
散
。

②
二
次
避
難
所
に
組
長
・
常

会
長
が
集
合
し
て
自
治
会
長

に
状
況
を
報
告
・集
計
。

③
区
民
会
館
に
設
置
さ
れ
た

「
下
市
田
区
災
害
対
策
本
部
」

へ
報
告
・集
計
。

④
町
に
報
告
す
る
。

（災
害
連
絡
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
使
用
）

時
刻
は
七
時
十
分

区
の
対
策
本
部

の
様
子

下
市
田
区
の
災
害
対
策
委

員
会
は
六
月
二
十
二
日
に
会

議
を
行
い
、
防
災
訓
練
に
備

え
ま
し
た
。

訓
練
当
日
、
古
瀬
区
長
を

本
部
長
と
す
る
本
部
員
六
名

が
集
合
し
て
区
の
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
と
看
板
を
設
置

し
、
感
染
症
予
防
で
マ
ス
ク

の
着
用
と
手
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
を
し
て
、
各
自
治
会
の

報
告
を
待
ち
ま
し
た
。

区
対

策
本
部

の
訓
練

①
例
年
通
り
、
避
難
者
数
の

受
付

・
集
計
と
町
の
災
害
対

策
本
部

へ
の
状
況
報
告
。

②
区
民
会
館
の
防
災
設
備
や

防
災
用
品
の
確
認
で
、
特
に

今
年
は
感
染
症
予
防
で
町
か

ら
支
給
さ
れ
た
仕
切
り
付
き

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
や
赤
外

線
温
度
計
・
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
・

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
等
十
二
品

目
の
置
い
て
あ
る
場
所
の
確

認
。
③
避
難
所
開
設
時
の
通
路
の

設
け
方
を
図
面
で
確
認
。

等
で
②
③
が
新
た
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

（発
電
機
二
台
の
作
動
確
認

は
前
日
迄
に
完
了
済
）

各
自
治
会
の
様
子

一
区
は
消
防
団
に
よ
る
土

の
う
作
り
の
講
習
、
消
火
栓

ヽ ●

| 放
水
訓
練
や
災
害
飯

・
お
か

ず
レ
シ
ピ
の
実
践
等
実
施
し

ま
し
た
が
、
消
火
栓
の
点
検

不
足
、
炊
出
き
し
の
手
続
き

確
認
、
要
支
援
者
対
応
が
未

着
手
や
独
立
世
帯
の
不
参
加

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

二
区
は
土
の
う
作
り
や
消

火
栓

・
小
型
ポ

ン
プ
か
ら
の

放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
が
、

集
合
と
解
散
場
所
の
不
統

一

や
訓
練
の
形
骸
化
が
課
題
で

し
た
。
又
、
訓
練
が
常
会
加
入
の

き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
、

事
前
に
独
立
世
帯
に
チ
ラ
シ

を
配
り
参
加
呼
び
掛
け
を
し

防
災
無
線
屋
外
子
局

放
送
訓
練
や
消
火
栓

の
点
検
等
を
し
ま
し

た
が
、
消
火
栓
の
不

備
が
見

つ
か
り
今
後

消
防
団
と
の
連
携
を

し
な
が
ら
定
期
点
検

の
必
要
性
、
安
否
確

認
時
で
は
普
段
の
隣

組
内
の
つ
な
が
り
が

大
切
で
、
自
治
会
活

動
を
継
続
し
て
い
く

必
要
性
を
確
認
で
き

ま
し
た
。

六
区
で
は
自
宅
近

反
省

会

・
町

へ
要
望

災
害
訓
練
の
反
省
会
は
、

役
場
総
務
課
長
は
じ
め
防
災

安
全
係
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

九
月
十

一
日
に
行
い
ま
し
た
。

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
の
組

み
立
て
実
践
を
す
る
と
片
付

け
時
に
収
納
が
大
変
そ
う
な

の
で
、
役
場
の

一
角
に
防
災

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
展
示
し
て

千
市
田
区

災
害
対
策
本
部

た
と
こ
ろ
、
参
加
者
が

一

名
あ
り
ま
し
た
。

三
区
は
要
支
援
者
の
確

認
、

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
上

へ
自
宅

の
位
置
確
認
や

「
避
難
行
動

フ
ロ
ー
と
大

規
模
地
震
に
備
え
て
」
の

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
ま

し
た
が
、
三
箇
所
あ
る
避

難
所
の
避
難
者
集
計
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。

四
区
は
コ
ロ
ナ
禍
で
簡

素
化
し
、
安
否
確
認
の
人

員
報
告
に
徹
し
ス
ム
ー
ズ

な
報
告
が
出
来
ま
し
た
。

五
区
は
要
支
援
者
の
確

認

・
避
難
所
開
設
訓
練

・

■
■

■
■ |ヽ_"口

"

た 意 の は 災 が す く°
等 電 で 器 じ る の
準 池 き 具 易 事 一
備 切 ま の か で 次
不 れ し保 つ

｀
避

足 や た 管 た 高 難
が 救 が 場 こ齢 場
あ 急
｀
所 と者 所

り箱 拡 の や の で
ま の 声 確

｀
参 解

し用 器 認 防 加 散

頂
き
た
い
。

②
下
市
田
区
の
委
員
会
の
役

割
が
あ
る
の
で
訓
練
に
取
り

入
れ
た
方
が
良
い
。

③
集
計
途
中
で
よ
い
の
で
、

発
災
三
十
分
位
迄
に
町
本
部

へ
状
況
報
告
を
し
、
緊
急
の

救
助
要
請
を
想
定
し
た
訓
練

を
し
た
方
が
良
い
。

④
二
区
で
実
施
し
た
よ
う
に

独
立
世
帯
に
訓
練
参
加
案
内

チ
ラ
シ
を
事
前
に
配
布
し
、

組
合
加
入
の
き

っ
か
け
づ
く

り
を
図
る
こ
と
は
良
い
。

区
民
の
皆
様
、
い
つ
か
は

来
る
災
害
に
備
え
、
防
災
訓

練
や
防
災
研
修
会
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ヽ
」
■
　

．

［
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，

Ｉ

Σ

防
災
委
員
長

林

　

　

清

　

志

九
月
十
三
日
日
曜
日
午
後

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

二
時
よ
り
、
下
市
田
区
民
会

①

東
海
地
震
に
つ
い
て

館
に
て

「
防
災
に
強
い
街
づ

　

九
十
年
か
ら
百
五
十
年
周

く
り
」
と
題
し
て
、
飯
田
ボ

期
で
発
生
し
て
い
た
地
震
が
、

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長
の

現
在
百
六
十
六
年
経
過
し
て

大
蔵
正
明
先
生
を
お
迎
え
し

も
起
き
て
い
な
い
事
か
ら
、

て
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
　

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
又
お
忙

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
い
時
に
五
十
名
も
の
参
加

　

又
、
直
近
の
地
震
は

″冬

者
が
あ
り
、
昨
年
の
北
信
で

場
″
″夜
中
″
に
発
生
し
て
い

の
水
害
、
今
年
の
九
州
で
の
　
た
事
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

災
害
等
が
あ
り
、
関
心
の
高

　

そ
こ
で
、
発
生
し
た
場
合

に
備
え
て
隣
組
単
位
で
安
全

な

一
次
避
難
場
所
を
決
め
て

お
き
、
発
災
し
て
二
十
分
経

過
し
て
も
集
ま
ら
な
い
方
が

い
る
と
き
は
安
否
確
認
に
行

く
手
順
を
決
め
て
お
く
と
良

い
と
の
事
で
し
た
。

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
時

は
三
密
を
避
け
ら
れ
な
い
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
り
に
く

い
、
食
事
が
大
変
な
ど
の
状

況
か
ら
親
戚
の
家
、
近
所
の

家
、
車
中
な
ど
分
散
避
難
を

日
頃
か
ら
家
族
内
で
検
討
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
蔵
先
生
よ
り

「
大
地
震

よ
り
怖
い
の
は
地
震
が
来
な

い
と
い
う
自
信
〃
地
震
が
来

古瀬区長挨拶

大蔵正 明先生

ヽ

て
も
私
は
大
丈
夫
だ
」
と
思

っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
（
正
常
性

バ
イ
ア
ス
を
断
ち
切
る
）

②

土
砂
災
害
に
つ
い
て

多
く
の
災
害
の
中
で
メ
デ
ィ

ア
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
の
情
報
で
、
あ
る
程
度
予

測
で
き
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
確
認
し
て
隣
近
所
で
声

を
掛
け
合
い
早
目
の
避
難
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③

住
宅
火
災
に
つ
い
て

昨
年
は
飯
田
・
下
伊
那
に

於
て
年
間
二
十
七
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
火
災
報
知
器
の
設
置
が
確

認
さ
れ
た
の
は
九
件
だ
け
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
火
災
報
知
器

の
設
置
は
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
し
、　
一
年
に

一
回
は
点

検
し
ま
し
よ
う
。

最
後
に
、
下
市
田
区
に
於

い
て
自
然
災
害
は
勿
論
、
住

宅
火
災
等
が
発
生
し
な
い
事

を
願
い
つ
つ
防
災
意
識
を
高

め
ま
し
よ
う
。

下市田区災害非常用品管理台帳
NQ 項   目 収納場所 仕  様 数 量 備  考

災害非常用毛布 図 書 室 10枚入り×4箱 40枚

非常用 トイレ 図 書 室

5組入り×3箱 15組

エマ トイ レ 1個

災害用備蓄

飲 料 水
図 書 室

(550ml)

24本入 り×20箱
480本

ダイドウより

提供品

避難用はしご 2階会議室押入 鋼 製 1組

消 火 器

1階 :廊 下 粉末ABC 10型 2本

大ホール 1本

事 務 室 1本

階段踊場

2階 :廊 下

会議室 1 1本

(計 7本 )

発 電 機

北側プレハブ倉庫 1.2kw
1′、
■ 回

400w 1ヱ、
■ 回

漱漱漱漱漱労
）Ю）Ю
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〈ルー‐ル〉

あいているマスに 1か ら9ま での数字のどれかを入れます。タテ列・ ヨコ

列 (各 9列 )、 太線で囲まれた3× 3の ブロック (9マスのブロックが九つ)

のどれにも1か ら9ま での数字が一つずつ入ります。

超難問数独の解き方

超難問の解答は、 8面下段に入れてありますので参考にして下さい。

難易度『中 級』 難易度『超難問』

す

う

ど

く

4 「Э
r■ 7

1

１
‥
■

0
0 9 4

7 4 「Э

ハ

0
１
‥上

１
‐上8

「■
'

1

4 9 7
0
0

0
乙

∩
く
υ

0
乙 「Э

「ワ

′ 6

8
0
0

′■7

`

6
∩
く
∪

8

r
Э

ハ

0

１
・上

r■ ,

`

ハ

0 7 8

4
0
乙

6 9

0
乙

ハ

0 4
0
0

∩
く
U 「Э

「気
持
ち
伝
え
た
い
」

区
長

古

瀬

栄

一

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
　
一

界
的
流
行
に
流
さ
れ
、
子
供

い

さ
ん
に
春
祭
り

・
夏
祭
り
の

が

日
頃
よ
り
萩
山
神
社
の
運

営
に
当
た
り
、
区
民
の
皆
様

に
は
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
春
祭

り
を
初
め
と
す
る
各
祭
事
は

例
年
七
月
末
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「萩
の
郷
夏
祭
り
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
を
味
わ

っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
「
家
族
と

緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

」
と
の
気
持
ち
で
、
時
期

遅
く
な
り
ま
し
た
が
花
火

萩
山
神
社
よ
り

近
況
と
改
選
に
つ
い
て

氏
子
総
代
長

富

田

　

　

紘

縮
小
し
た
形
で
執

り
行
う
こ
と
と
な

り
、
皆
様
方
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
事
と
思
い
ま
す
。

特
に
浦
安
の
舞
の
子
供
さ
ん

達
に
は
春
・
秋
共
に
中
止
と

な
り
、
悲
し
い
思
い
を

さ
せ
ま
し
た
。
今
後
の

祭
事
に
関
し
ま
し
て
も

世
情
を
踏
ま
え
、
慎
重

に
運
営
を
行

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
神
社
で
は
氏

子
総
代
の
任
期
が
改
定

さ
れ
て
初
め
て
の
改
選

と
な
り
、
一
区
・
三
区
・

六
区
の
総
代
が
来
年
度

四
月
よ
り
新
し
い
顔
触

れ
と
な
り
ま
す
。
萩
山
神
社

は
長
い
歴
史
も
あ
り
、
先
人

の
方
々
の
築
い
た
文
化
と
伝

統
を
大
事
に
し
、
区
民
の
皆

様
の
安
ら
ぎ
と
無
病
息
災
を

祈

っ
て
、
各
祭
事
を
執
り
行

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

を
お
配
り
し
ま
し
た
。

庭
先
の
花
火
を
楽
し
ん
で

下
さ
い
。

数
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ЮOαⅨXЮO∝祭

・
ふ
れ
あ
い
広
場

・
展
示

等
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

時
世
、
喜
寿

・
米
寿

・
卒
寿

の
お
祝
い
と
し
て
区
よ
り
記

念
品
を
頂
き
感
謝
し
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
老
祭
の
記
念
品

三
区

喜
寿
　
■小

コ
ロ
ナ
禍

の
影
響

で
敬
老

光

春

吉同
駄印
鼻性
△
ム

に
角
〕々

シ
ス

テ
ム
変
更

・

XXXXXXXXXX

カ
ー
ド
決
済
に
移
行
し
、
対

応
に
追
い
つ
け
な
い
。

コ
ロ

ナ
で
楽
し
み
会
も
中
止
で
、

我
々
に
出
来
る
事
は
認
知
予

防
と
健
康
で
す
。

今

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
近

所
の
人
と
余
暇
を
見

つ
け
プ

レ
ー
し
て
る
の

で
す
が
、
自
然

の
中

で
、
歩
行

と
頭
脳
の
両
方

に
作
用
し
て
、

又
、
三
密
に
は

成
ら
な
い
し
失

敗
し
て
も
大
笑

い
し
、
勝
敗
は

二
の
次
に
し
て

楽
し
む
。
又
、

一
人
で
も
で
き

る
の
が

マ
レ
ッ

ト
の
良
い
処
で

す
。
ボ
ー
ッ
と

し
て
留
守
番
は

駄
目
で
す
。

人
と
の
交
流

に
よ
り
若
く
い

ら
れ
る
、
人
生

百
ま
で
、
サ
ー

頑
張
ろ
う
。

一
緒
に
や
り

ま

し

よ

う

。

下
市
田
区
民
の

皆
様
に +
は 末
ヨミ

婦墓
し 罰
ま 委
し 員
た 長

そ佐
こ 々

,木
機 順

設
置
~

は

日
頃
か
ら
土
木
委
員
会
の
事

業
に
何
か
と
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
地
区
計
画
の
事

業

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の

状
況
は
、
道
路
維
持
工
事
五

箇
所

（完
了
）
、
舗
装
工
事
二

箇
所

（完
了

一
箇
所
、
着
工

中

一
箇
所
）
、
河
川
維
持
三

箇
所

（着
工
三
箇
所
）
、
安
全

施
設
二
箇
所

（完
了
）
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
下
市
田
河

原
で
は
産
業
用
地
整
備
事
業

が
、
操
業
中
の
北
側
か
ら
水

天
宮
、
農
免
道
路
両
側
の
約

１５
ｈ
に
、
三
社
の
新
規
企
業

と
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
ガ
イ

ド
ウ

ェ
イ
製
作
等
用
地
が
決

ま
り
、
造
成
工
事
等
が
進
ん

で
い
ま
す
。

飯
田
市
松
尾
方
面
か
ら
県

営
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
農
免
道
路
は
、
工
業
団

地
内
を
通
過
し
水
天
官
を
終

点
に
完
了
し
、
供
用
開
始
さ

れ
て
か
ら
交
通
の
分
散
化
、

利
便
性
が
高
ま
り
交
通
量
は

前
よ
り
町
に
明
神
橋
ま
で
の

先
線
改
良
を
要
望
し
て
い
ま

し
た
が
、
工
業
団
地
事
業
と

関
連
し
、
歩
道
ニ
メ
ー
ト
ル
、

車
道
七
メ
ー
ト
ル
、
全
長
約

五
百
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事

t

困 の 交  れ が
難 交 差 終 ま 今°
差 点 点 し年
そ 点 は の た 度
こ で
｀
明
°
着

で 信 変 神  手
飯 号 則 橋  さ
通 と工  て 事

性 す を
■=る 周
不り ノヽ h
便 を 自
性 採 的
を 用 の
確 し道
保 て 路
す ｀に
る 安 進
工 全 入

お か 様
願 け に
い しは
し ま 何
ま す か
す が と

よ 不
ろ 便
しを
くお

式 あ 田
公 る郵

握:31写
手 ン 付
十 ド近
メ ァ の
|バ 東
トウ 和
ル ト町
円 方 に

進 れ
工 捗
｀

事 率 九
期 で 月
間 す 末
中
°
現｀ 在

区  約
fミ:   50
の  %
皆  の

も
道
路
改
良
工
事
と
併
せ

施
工
さ
れ
ま
す
。

完
成
予
定
は
、
道
路
改
良

事
と
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

も
来
年
二
月
末
で
、
全
面

行
止
め
で
工
事
が
進
め
ら

コ

「
「
ヨ

皆

様

の

｀
一・ 繊曝

道路改良工事を

ご送薔をおかけします

′■‐
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れ
、
現
在
の
場

所
で
お
世
話
に

な
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

一
区

片

桐

昨
年
七
月
に
下
市
田
の
新

居

へ
引

っ
越
し
、
自
治
会

へ

加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
夫
婦
と
子
ど
も
二
人
の

五
人
家
族
で
す
。
日
ご
ろ
は

隣
組
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
、
元
々
近

隣
の
自
治
体
出
身
者
で
す
。

結
婚
後
は
飯
田
市
の
ア
パ
ー

ト
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、

八
年
前
の
子
ど
も
の
出
産
を

機
に
、
下
市
田
の
ア
パ
ー
ト

に
移
り
住
み
ま
し
た
。
下
市

田
は
と
て
も
住
み
や
す
い
所

で
し
た
の
で
、
新
居
も
近
く

に
構
え
よ
う
と
検
討
し
ま
し

た
。
様
々
な
良
縁
に
も
恵
ま

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

一

い
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ご

〓
各
自
治
会

分
館
活
動
だ
よ
り

一

一　
樹

新
居
で
の
生
活
が
始
ま
り

一
年
経
過
し
ま
す
が
、
下
市

田
は
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
で

あ
る
と
改
め
て
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
達
は
南
小

学
校
に
通
学
し
て
い
ま
す
が
、

近
所
に
同
世
代
の
友
達
も
多

一

く
安
心
し
て
送
り
出
し
て
い

ま
す
。
学
校
か
ら
帰
る
と
、

近
く
の
公
園
で
友
達
と
暗
く

な
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

私
も
幼
少
期
に
遊
ん
だ
公
園

で
も
あ
り
、　
一
緒
に
い
る
と

と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
買
い
物
も

便
利
な
店
が
多
く
、
大
変
助

か

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
の
成

長
に
伴
い
地
域
と
の
繋
が
り

が
ま
す
ま
す
強
く
な

っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
新
参
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、

下
市
田
の
み
な
さ

ま
と

一
緒
に
よ
り

良
い
地
域
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
尽
力

で
き
れ
ば
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
分
館
事
業
に
つ
い
て

ま
ケ

ベ
て
中
上

と
な

つ

四
区
分
館
主
事

串

原

輝

樹

「

ド
〓

ち

ｊ

ｌ

昨
年
は
夏
季

ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
ク

ッ
ブ
を
行
い
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
、

終
了
後
は
会
所
前
の
広
場

に
て
、
盛
大
に
焼
き
肉
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
ミ

四
区
主
事
の
串
原
で
す
。
　

二
運
動
会
も
中
止
で
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

元
旦
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

ル
ス
の
感
染
の
影
響
で
行
事

来
年
は
三
十

一
回
目
で
、
参

▼

―

加
者
も
年
々
増
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
状
況
が
落
ち
つ
き
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
盛
大
に
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

六
区
分
館
長

下

平

卓

也

重
櫂
疑

い
一神

「̈

本
年
度
は
昨
年
末
に
発
生

し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
公
民
館
に

お
け
る
全
て
の
事
業
を
中
止

あ
る
い
は
延
期
、
も
し
く
は

事
業
形
態
を
変
え
て
の
対
応

に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
に

よ
り
事
業
が
減

っ
た
こ
と
で

現
在
の
メ
ン
バ
ー
と
色
ん
な

仕
事
、
交
流
が
出
来
な
い
の

が
心
残
り
で
す
。
（涙
）

も
ち
ろ
ん
、
事
業
を
行
う

事
に
よ

っ
て
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
惹
き
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
が
、
こ
の
公
民

館
事
業
の
継
続
に
は
地
域
の

住
民
各
位
の
生
活
や
交
流
の

上
で
も
重
要
な
意
義
も
有
り

ま
す
の
で
、
こ
ん
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
安
全
な
手
法
を
模

索
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

を
持
続
可
能
に
す
る
こ
と
が

分
館
長
と
な
り
今
年
度
が

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
後

継
の
皆
さ
ん
に
伝
え
き
れ

な
い
事
項
が
多
々
残

っ
て

い
る
の
は
残
念
で
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
鎮
静
、

ま
た
は
治
療
薬
の
実
現
が
前

提
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
と
い
う

事
も
選
択
肢
に
入
れ
な
が
ら
、

以
前
の
よ
う
な
活
気
あ
る
活

動
に
戻
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。ま
た
、
個
人
的
に
は
年
度

が
替
わ

っ
て
、
分
館
長
の
役

が
終
わ

っ
て
も
、
自
治
会
並

び
に
公
民
館
に
対
し
て
の
協

力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で

す
。
本
館

・
分
館

・
支
館

の

事
業
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
通
し
て
協
力
し
て
欲
し
い

処
も
か
な
り
分
か

っ
た
と
思

い
ま
す
し
…

（笑
）
。

最
後
に
、
区
の
役
員
各
位

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
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特
別
な
運
動
会

小
五

塩

沢

佑

九
月
十
九
日
に
高
森
南
小

学
校
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
の
運
動
会
は
い
つ

も
と
違
い
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
低
学
年
と
高

学
年
に
分
か
れ
て
二
部
制
で

行
い
ま
し
た
。
種
目
も
各
学

年
、
短
距
離
走
と
表
現
の
二

種
目
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
け

ど
、　
一
生
け
ん
命
練
習
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
短
距
離
走
は
、
頑

張

っ
て
走

っ
た
け
ど
三
位
で

し
た
。
皆
も
全
力
で
走

っ
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で
　
』陽ｏっけ
‐‐

小
六

北

原

滉

己

（六
区
）

ス
の
パ
ズ
ル

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
見

つ
け
ま
し
た
。
買

っ
て

で
、
学
校
行
事
や
地
区
行
事

も
ら

っ
た
時
は
、
ま
だ
難
し

が
規
模
縮
小
や
中
止
と
な

っ
　
く
て
出
来
な
か

っ
た
け
ど
、

て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
休
み
中
で
少
し
ず
つ
作

っ
て

春
か
ら
休
校
が
続
き
学
校
　
い
き
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ

へ
行
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

た
時
は
、
も
の
す
ご
く
嬉
し

し
た
。
友
達
に
も
会
え
な
い
　
か

っ
た
で
す
。

し
、
遊
ぶ
事
も
出
来
な
か

っ　
　
夏
も
終
わ
り
、
秋
冬
に
な
っ

た
の
で
つ
ま
ら
な
い
日
々
を
　
て
い
き
ま
す
。
今
年
は
、
い

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
つ
も
の
学
校
生
活
と
は
全
然

そ
こ
で
ぼ
く
は
、
家
の
中

ち
が
う
生
活
を
す
ご
し
て
き

で
出
来
る
物
を
さ
が
し
て
い
　
ま
し
た
。
学
校
行
事
も
中
止

た
ら
、
小
さ
い
頃
に
買

っ
て
　
や
縮
小
と
い
う
か
た
ち
で
し

わたしの作文之才
ば<の作文

ヽ

い
ま
し
た
。

来
年

は

一
位

太
（二
区
）
を‐と‥れ
ヶ
よ′

う
に
い
っ
ぱ
い
練
習
し
た

い
で
す
。

次
に
、
五
年
の
表
現
は

組
体
操
を
し
ま
し
た
。
練

習
の
時
間
も
短
く
な

っ
て

し
ま

っ
て
大
変
だ

っ
た
け

ど
、　
一
つ
一
つ
の
技
や
、

五
年
全
員
で
動
き
を
そ
ろ

え
る
練
習
を
し
て
本
番
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。
ぼ
く
は

技
を

一
つ
間
違
え
て
し
ま

っ

た
の
が
悔
し
か

っ
た
で
す
。

で
も
、
皆
で
お
そ
ろ
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
た
の
で
、
五
年

生
が

一
つ
に
な
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
他
の
学
年
も
短

い
練
習
時
間
だ

っ
た
と
思
う

け
ど
、
精
い
っ
ぱ
い
の
力
で

運
動
会
に
の
ぞ
ん
で
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

今
年
は
運
動
会
が
で
き
る

す
が
、
思
い
出
の
残
る

一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
早

く

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
お
ち

つ
い
て
い
つ
も
の
通
り
の
生

活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

か
ど
う
か
、
不
安
だ

っ
た
け

ど
、
先
生
達
も
い

っ
ぱ
い
考

え
て
く
れ
て
、
短
く
な

っ
て

し
ま

っ
た
け
ど
行
う
事
が
で

き
て
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た

で
す
。
だ
か
ら
、
今
年
の
運

動
会
は
ぼ
く
の
中
で
い
つ
も

よ
り
特
別
な
、
思
い
出
に
残

る
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。
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編
集
後
認
一

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
が

中
止
に
な
り
、
報
告
事
業
が

無
く
防
災
関
連
と
成
り
ま
し

た
が
、
後
日
に
記
録
と
し
て

残
す
よ
う
に
、
こ
の
号
を
作

成
し
ま
し
た
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
も
密
防
止

で
、
区
の
名
物
お
汁
粉
が
で

き
な
い
の
が
寂
し
い
で
す
。

全
て
の
事
業
を
次
の
役
員

に
き
ち
ん
と
継
承
で
き
る
様

記
録

・
記
帳

・
文
書

で
引
き

継
ぎ
で
き
る
様
に
し
た
い
ｃ

た
が
、
先
生
た
ち
や
地
域
の

方
の
お
か
げ
で
運
動
会
も
出

来
た
し
、
こ
れ
か
ら
修
学
旅

行
に
も
行
け
る
予
定
で
す
。

今
年
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
せ
い
で
特
別
な

一
年
で

■
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解 答

o 113 17 27 25 44 47 20 49

11 to lo 41 ● 10 48 36 ●
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